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介
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号
「
こ
も
れ
び
」

を
手
に
取
っ
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

う
し
て
、
出
来
上
が
っ
た

紙
面
を
見
る
と
、
皆
様
に

行
事
や
研
修
会
の
様
子
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
利
用
者

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
等
盛
り

だ
く
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス
を

お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
陽
だ
ま
り
の
里

で
た
く
さ
ん
の
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
、
笑
顔
が
生

ま
れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
も
れ
び

作
成
に
お
い
て
、
快
く
ご

協
力
頂
き
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
 

 
今
年
も
暑
さ
の
厳
し
い

夏
に
な
り
そ
う
で
す
。
温

暖
化
か
な
の
か
気
の
せ
い

か
、
そ
れ
と
も
歳
の
せ
い

か
、
毎
年
暑
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
。
暑
さ
対

策
、
熱
中
症
対
策
は
十
分

に
行
い
、
楽
し
く
暑
い
夏

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
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陽だまりキッズ 井手口珠実 
「明るく、楽しく、元気よく」をモットーにいつも笑顔で頑張りますので、 
これからもよろしくお願いします(^^) 

Q１、仕事内容は？ 
4月よりカーサからキッズに異動になりました。キッズでは、学校
から帰って来られる児童さんをお出迎えして一緒に宿題をしたり
遊んだりして児童さんと共に楽しみながらお仕事しています。 
Q2、何年目ですか？ 
5年目になります 
Q3、陽だまりの里で仕事をしていて一番楽しい時は？ 
利用者さんとお話をするのが、一番楽しいです。笑って下さると、
この仕事をしていて良かったと感じます。 
Q４、趣味は？ 
学生の時から続けている和太鼓です。週2回練習日に楽しく練習し、
お祭りの時に発表しています。八女のお祭りでも、叩いています
ので見かけたら気軽に声を掛けて下さい。興味のある方、どしど
しメンバー募集中です☆ 
Q５、夏と言えば… 
花火、プール、祭り！！です。あとは暑さに弱いのでアイス、か
き氷、など冷たい物ですかね。 
Q6。今後の目標は？ 
キッズに異動してまだ4ヶ月でまだまだ未熟で不慣れですが、児童
さんと一緒に毎日楽しみながら成長して行きたいと思います。
「また来たい！」と思っていただけるよう、笑顔いっぱいのキッ
ズにしたいです。 

介護サポート ゴールド 牛島健 
安全運転で陽だまりの里からご自宅までお送り致します！ 

Q１、仕事内容は？ 
ご自宅から陽だまりの里への送迎や、施設内の環境整備をしてい
ます。 
Q2、何年目ですか？ 
今年の４月に入社いたしました。 
Q3、陽だまりの里で仕事をしていて一番楽しい時は？ 
皆さんの笑顔を見れた時です。 
Q４、お休みの日は何をしていますか？ 
妻と楽しく老後を過ごしたいです(^^) 
Q５、夏と言えば… 
スイカ！冷えたスイカは夏にぴったりですね！ 
Q6。今後の目標は？ 
安全第一で頑張りますのでよろしくお願いします。 
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【法人合計】

228,824,998 16,010,526

821,519,030 244,830,000

674,990,439 260,840,526

146,528,591

115,627,549

203,714,985

65,200,000

404,960,968

26,716,705

789,503,502

1,050,344,028 1,050,344,028

【法人合計】

勘　定　科　目 本年度決算 増　減

事業活動収支の部

　　　　就労支援事業活動収入計（１） 8,183,224 382,079

　　　　就労支援事業活動支出計（２） 13,500,415 4,266,713

　　就労支援事業活動収支差額（３）＝（１）－（２） -5,317,191 -3,884,634

　　　　福祉事業活動収入計（４） 554,179,204 42,130,367

　　　　福祉事業活動支出計（５） 519,540,470 47,233,175

　　福祉事業活動収支差額（６）＝（４）－（５） 34,638,734 -5,102,808

事業活動外収支の部

　　　　事業活動外収入計（７） 103,166,814 43,530,256

　　　　事業活動外支出計（８） 105,771,652 43,838,275

　　事業活動外収支差額（９）＝（７）－（８） -2,604,838 -308,019

　　経常収支差額（１０）＝（３）＋（６）＋（９） 26,716,705 -9,295,461

特別収支の部

　　　　特別収入計（１１） 2,610,000 -3,308,335

　　　　特別支出計（１２） 2,610,000 -972,105

　　特別収支差額（１３）＝（１１）－（１２） 0 -2,336,230

　　当期活動収支差額（１４）＝（１０）＋（１３） 26,716,705 -11,631,691

繰越活動収支差額の部

　　前期繰越活動収支差額（１５） 416,244,263 82,348,396

　　当期末繰越活動収支差額（１６）＝（１４）＋（１５） 442,960,968 70,716,705

　　その他の積立金取崩額（１７） 16,000,000 -28,000,000

　　その他の積立金積立額（１８） 54,000,000 54,000,000

　　次期繰越活動収支差額（１９）＝（１６）＋（１７）－（１８） 404,960,968 -11,283,295

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

（
左
写
真

）
施
設
機
能
強
化
事
業

３
期
工
事
に
よ
り
竣
工

貸　借　対　照　表

事業活動収支計算書

平成27年3月31日現在

（自）平成26年4月1日　　（至）平成27年3月31日

次期繰越活動収支差額

（うち当期活動収支差額）

純資産の部合計

資産の部 負債の部

流動資産 流動負債

固定資産 固定負債

　基本財産

その他の積立金

負債の部合計

　その他の固定資産 純資産の部

基本金

国庫補助金等特別積立金

－２－ －７－ 

平成26年度 事業・決算報告 張報告 
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平
成
２
６
年
度
の
障
害
者
福
祉
は
、
２
月
の
国
連
障
害
者
権
利
条
約
の
国
内
に
お
け
る
発
効
を
受
け
て
、
障
害
者
に
か
か
わ
る

諸
施
策
の
議
論
が
進
ん
だ
。
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
向
け
た
準
備
や
障
害
者
総
合
支
援
法
の
法
施
行
後
３
年
を
目
途
と
し

た
見
直
し
規
定
の
議
論
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
改
革
の
議
論
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
透
明
性
の
確
保
、
地

域
公
益
的
活
動
な
ど
、
今
後
の
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
た
。
 

 
そ
の
様
な
中
、
本
法
人
は
利
用
者
支
援
の
質
の
更
な
る
向
上
を
目
標
に
し
て
、
「
リ
・
ボ
ー
ン
 
陽
だ
ま
り
の
里
」
を
行
動
指

針
に
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。
重
度
高
齢
化
や
多
様
な
障
害
特
性
に
対
応
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
２
年
を
か
け
て
進
め
て
き
た
、
施
設
機
能
強
化
事
業
１
期
～
３
期
工
事
を
５
月
に
竣
工
し
、
６
月
に
は
新
規
事

業
「
陽
だ
ま
り
キ
ッ
ズ
」
で
障
害
児
支
援
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
ピ
ュ
ア
陽
だ
ま
り
の
里
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
や
就
労
支
援

事
業
の
定
員
増
に
対
応
し
て
の
新
た
な
就
労
メ
ニ
ュ
ー
の
取
入
れ
な
ど
に
よ
り
事
業
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

 
そ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
、
開
園
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
「
小
規
模
で
多
機
能
な
、
地
域
の
障
害
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
施
設
づ
く
り
」
の
完
成
に
近
づ
く
事
が
出
来
た
。
そ
の
結
果
、
在
宅
障
害
者
向
け
の
利
用
者
増
等
に
よ
り
、
今
年
度
の
事
業
実

績
は
前
年
比
８
．
４
％
の
高
い
伸
び
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

陽
だ
ま
り
キ
ッ
ズ
 

 
 
 
 
 
 
 
松
尾
泰
裕
 

  
今
回
は
東
北
の
宮
城
県
で

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
研

究
発
表
の
中
で
も
平
成
2
3

年
3
月
1
1
日
の
東
日
本
大

震
災
が
大
き
く
取
り
挙
げ
ら

れ
た
。
被
災
地
で
あ
る
福
島

県
の
施
設
で
働
く
職
員
か
ら

3
月
1
1
日
当
日
の
現
場
で

の
対
応
の
発
表
が
あ
っ
た
。
 

 
「
震
度
6
の
地
震
が
起
こ
 

っ
た
直
後
は
職
員
も
混
乱
を

す
る
中
、
迅
速
に
利
用
者
を

安
全
な
場
所
へ
誘
導
を
行
な
 

っ
た
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
水
が
断
た
れ
た
中
で
の

全
身
清
拭
や
、
非
常
食
で
の

食
事
提
供
な
ど
の
的
確
な
指

示
で
の
対
応
で
乗
り
切
っ
た
。

そ
の
中
で
一
番
大
変
だ
っ
た

こ
と
は
、
利
用
者
の
精
神
的

な
ケ
ア
。
施
設
長
を
始
め
、

職
員
が
家
族
の
安
否
確
認
が

で
き
て
い
な
い
中
2
4
時
間

勤
務
を
行
い
、
勤
務
日
で
は

な
い
職
員
も
施
設
へ
向
か
い
、

協
力
し
て
利
用
者
を
不
安
に

さ
せ
な
い
よ
う
笑
顔
で
対
応

を
行
う
事
が
精
神
的
に
き
つ

か
っ
た
。
限
ら
れ
た
資
源
を

利
用
し
、
大
き
な
事
故
な
く

対
応
で
き
た
こ
と
が
、
大
変

で
は
あ
っ
た
が
今
後
の
危
機

管
理
体
制
も
こ
の
震
災
の
経

験
を
活
か
し
て
整
備
し
て
い

け
る
。
」
 

 
実
際
に
対
応
さ
れ
た
職
員

か
ら
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
き
、

介
護
職
員
と
し
て
で
は
な
く
、

ま
ず
人
と
し
て
素
晴
ら
し
い

な
と
感
じ
た
。
自
分
が
こ
の

職
員
の
立
場
と
し
て
実
際
に

こ
の
よ
う
な
動
き
が
出
来
る

の
か
？
と
考
え
る
と
自
分
に

は
難
し
く
、
的
確
に
指
示
を

出
し
た
り
、
笑
顔
で
対
応
し

た
り
は
で
き
な
い
と
感
じ
た
。
 

 
全
国
の
障
害
者
支
援
施
設

の
各
施
設
に
特
色
が
あ
る
中

で
、
自
分
自
身
が
陽
だ
ま
り

の
里
で
職
員
と
し
て
働
い
て

い
る
こ
と
は
何
か
の
縁
だ
と

思
う
し
、
障
害
者
支
援
施
設

で
働
い
て
い
る
か
ら
に
は
、

こ
の
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
、
自
分
自

身
も
人
と
し
て
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
自

分
が
勤
務
し
て
1
0
年
目
の

年
を
迎
え
る
今
、
人
と
の
関

わ
り
、
そ
し
て
大
切
な
命
を

預
か
る
と
い
う
大
変
な
仕
事

だ
が
、
こ
れ
ま
で
働
い
て
く

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
利
用

者
の
方
や
同
じ
現
場
で
働
く

ス
タ
ッ
フ
の
お
陰
だ
と
強
く

感
じ
る
し
、
こ
の
仕
事
に
携

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
と
の

出
会
い
や
触
れ
合
い
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
す
る
、
と
い

う
介
護
の
初
心
に
戻
る
事
が

で
き
た
研
修
で
あ
っ
た
。
 

  

 第39回 
 全国身体障害者施設協議会研究大会 

「心をむすび、手をつなぐ」～たおやかな共生社会を目指して～ 

at：宮城県仙台市 
date：平成27年7月9～10日 
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【
美
術
サ
ー
ク
ル
】
 

 
 

 
現
在
、
美
術
サ
ー
ク
ル
は
毎
週
木
曜

日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
月

２
回
は
栗
山
先
生
と
折
口
先
生
が
来

ら
れ
ゴ
ー
ル
ド
の
入
部
さ
ん
も
ご
協
力

い
た
だ
い
て
、
色
使
い
等
を
教
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

 
カ
ー
サ
入
所
利
用
者
で
、
参
加
さ
れ

て
い
る
の
は
1
0
名
で
す
。
主
に
、
水

彩
画
を
描
き
出
来
上
が
っ
た
絵
は
カ
ー

サ
の
廊
下
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

カ
ー
サ
に
立
ち
寄
っ
た
際
は
ご
覧
く
だ

さ
い
。
 

 
そ
の
他
に
、
毎
年
皆
さ
ん
が
描
か
れ

た
絵
を
「
N
H
K
 
ハ
ー
ト
展
」
に
出

展
し
美
術
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
、

福
岡
市
の
大
堀
公
園
に
行
き
、
フ
ラ
ッ

グ
と
な
っ
た
自
分
の
絵
を
探
す
の
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

年
々
、
メ
ン
バ
ー
も
増
え
利
用
者
の
方

の
大
き
な
楽
し
み
で
す
。
 

 

【
囲
碁
サ
ー
ク
ル
】
 

  
囲
碁
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
で
す
。
 

現
在
、
毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
に
山
口

先
生
に
よ
る
囲
碁
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
囲
碁
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー

は
6
名
で
す
。
 

活
動
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
用
し
、
利
用
者
の
方
同
士

で
対
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
今
日
は
勝
 

っ
た
よ
」
な
ど
、
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ

る
場
面
を
よ
く
見
ま
す
。
以
前
、
プ
ロ

の
囲
碁
棋
士
の
方
を
招
き
、
石
の
取
り

方
や
戦
術
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
年
１
回
囲
碁
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
後
も
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、

も
っ
と
楽
し
い
囲
碁
サ
ー
ク
ル
を
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

 

 

－６－ －３－ 

すいかをたべたい！ 
すいか♪ プール  

およぎたいです 

バスターズあかねこ  
たのしみです 

すいかわり 
がんばる 

プールあそびや 
おさんぽしたい 

です プールや 
うたあそびたくさ
んあそぶぞ 

プールで 
いっぱいあそぶ 

平成27年5月17日開催 

虹 

楠 敏孝 

思い出の運動会 

田中 耕一 

 
講師 山口 龍一先生 

 
 

ボランティア講師 
左から栗山さん、折口さん、入部さん 

以前は、八女市福祉事務所で所長をされていた山口先生。 

平成18年から、講師として陽だまりの里に来て頂いています。 

利用者さんに合わせて、親切に、丁寧に、そして楽しくご指導いただいています。 

また、現在は陽だまりの里の第三者委員も務めて頂いています。 

地域ボランティアの折口さん、栗山さん。 

地域の高齢者施設、地域活動支援センターなどで 

積極的にボランティア活動をされています。 

入部さんは、絵画コンクール入賞もされる頼もしい先生です。 

いつも利用者に寄り添った、温かいご指導ありがとうございます。 
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